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身体活動基準・アクティブガイドの内容を吟味し、保健指導で活用できる指導技術を効果的
に学ぶための教材として、研修用コアスライドを作成することを目的とした。 
特定保健指導における身体活動・運動指導で不可欠な内容として、１）初回面接での減量プ

ラン策定、２）生活活動も含めた身体活動支援の重要性、３）シンプルなメッセージによる目
標の提示、４）標準的な質問票を用いたアセスメント法、５）セグメント別の指導法、６）安
全な身体活動・運動実践のポイント、７）痛みを訴える対象者に対する運動療法のポイント、
８）生活環境についての気づきを促すこと、９）情報提供ツールについて、の９項目を挙げ、
コアスライドを作成した。さらに、研修時間には限りがあるので、20〜30分程度で講習が完了
する分量とすること、内容が具体的に把握できるよう、イラストや図をより多く用いることに
留意した。今後、コアスライドを用いた講演を用いた特定保健指導研修会を実施し、受講者か
らのフィードバックに基づき内容を改定していくことが望まれる。 

 

Ａ．研究目的 

 特定健診・特定保健指導も第二期に入り、結

果が一層求められるようになってきた。特定保

健指導においてメタボの改善を導くためには食

生活の改善に加えて、身体活動・運動習慣の確

立が不可欠である。 

 平成25年3月に新しい「健康づくりのための身

体活動基準2013」と「健康づくりのための身体

活動指針（アクティブガイド）」が策定された。

新しい基準とアクティブガイドは、特定保健指

導での活用も視野に入れて作成されており、指

導ツールとして十分に活用することができる。

アクティブガイドは保健指導対象者が身体活

動・運動習慣を獲得するためのリテラシーを高

めるためにも活用することが可能である。 

 身体活動・運動指導のスキル向上のための指

導者向け研修においても、短時間の講習で効果

を上げるために、アクティブガイドのような体

系化されたツールを用いることは有効であると

考えられる。 

 本研究では、身体活動基準・アクティブガイ

ドの内容を吟味し、保健指導で活用できる指導

技術を効果的に学ぶための教材として、研修用

コアスライドを作成することを目的とした。 

 

Ｂ．コアスライドに含める内容の吟味 

 特定保健指導における身体活動・運動指導で

不可欠な内容として以下の項目が挙げられる。 

1)プランニングシートを用いての初回面接での

減量プラン策定 

2)忙しい働き盛り・子育て世代に対する、運動

だけでなく生活活動も含めた身体活動支援の

重要性 

3)リテラシーが低い対象者の行動変容を促すた

めの、シンプルなメッセージによる目標の提

示 

4)指導対象者の身体活動状況を把握しセグメン

ト化するための、標準的な質問票を用いたア

セスメント法 

5)効果的な行動変容を促すための、アセスメン

トに基づいたセグメント別の指導法 

6)保健指導における身体活動と運動に伴う事故



や傷害防止のための、安全な身体活動・運動

実践のポイント

7)痛みを訴える対象者に対する運動療法のポイ

ント

8)身体活動・運動習慣に強く影響を及ぼす、生

活環境についての気づきを促すこと

9)様々なメディアを活用した、身体活動や運動

の奨励のための情報提供ツールについて

 

C.コアスライド

 コアスライドを作成するにあたり、以下のポ

イントに留意した。

1)エビデンスに基づく身体活動基準、アクティ

ブガイドの内容を活用すること

2)研修時間には限りがあるので、

で講習が完了する分量とすること

3)内容が具体的に把握できるよう、イラストや

図をより多く用いること
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D.コアスライドの今後の改善

 コアスライドを用いた講演を用いた特定保健

指導研修会を実施し、受講者からのフィードバ

ックに基づき改定していくことが望まれる。

  
E．結論

 特定健診・保健指導研修会での身体活動、運

動講習で用いるコアスライドを、身体活動基準、

アクティブガイドを基に作成した。

 

F.健康危険情報
 問題なし。
 
G.研究発表

1. 

なし
 
H. 
１．特許取得
 なし
２．実用新案登録
 なし
３．その他
 なしは、私
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．結論 

特定健診・保健指導研修会での身体活動、運

動講習で用いるコアスライドを、身体活動基準、

アクティブガイドを基に作成した。

健康危険情報
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1. 論文発表 
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 知的財産権の出願・登録状況
１．特許取得 
なし 

２．実用新案登録
なし 

３．その他 
なし
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コアスライドの今後の改善

コアスライドを用いた講演を用いた特定保健

指導研修会を実施し、受講者からのフィードバ

ックに基づき改定していくことが望まれる。

特定健診・保健指導研修会での身体活動、運
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